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九
月
二
十
七
日

(
火)

青
森
市

文
化
会
館
に
お
い
て
、
青
森
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
芸
能
発

表
会
が
開
催
さ
れ
、
本
村
連
合
会

員
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
会
員
に
よ
り
三
十
四
演
目

が
上
演
さ
れ
、
本
村
か
ら
は
、
易

国
間
長
寿
会

(

佐
々
木
久
次
郎
会

長)

の
佐
藤
う
た
さ
ん
が
踊
り

(

曲
：
流
転)

で
出
演
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
大
舞
台
に
も
動

ず
る
こ
と
な
く
男
役
を
演
じ
き
り
、

約
千
人
の
大
観
衆
か
ら
大
き
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

◎
未
加
入
の
み
な
さ
ん
も
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
一
緒
に
見
に

い
き
ま
せ
ん
か
？

(

佐
藤)
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下
北
郡
身
体
障
害
者
福
祉
連
合

会

(

事
務
局
大
間
町
社
協
、
篠
崎

一
夫
会
長)

で
は
、
先
の
市
町
村

合
併
に
よ
り
残
さ
れ
た
、
大
間
町
、

東
通
村
、
佐
井
村
、
風
間
浦
村
の

一
町
三
ヶ
村
の
各
福
祉
会
を
再
結

成
し
て
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
に
は
、
休
止
中
の

｢

下
北
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会｣

に
替
わ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
大
間
町
に
お
い
て

｢

レ
ク

交
流
会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

｢

ウ
イ
ン
グ｣

で
の
レ
ク
競
技

の
後

｢

海
峡
保
養
セ
ン
タ
ー｣
で

の
懇
親
会
を
行
い
、
参
加
者
か
ら

は
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

先
月
号
で
紹
介
し
た
蛇
浦
地
区

で
の
開
催
に
続
き
、
易
国
間
、
下

風
呂
地
区
に
お
い
て
も
小
学
生
と

高
齢
者
と
の｢

ふ
れ
あ
い
交
流
会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
小
学
校
区
ご
と

年
二
回
ず
つ
、
計
六
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

上
半
期
は
全
三
回
で
六
十
一
名

(

児
童
二
十
四
名
、
高
齢
者
二
十

六
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

｢

ほ
の

ぼ
の
協
力
員｣

十
一
名)

の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

・
参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
参
加
者

取
り
ま
と
め
に
ご
協
力
賜
り
ま
し

た
民
生
委
員
、
管
内
小
学
校
の
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

次
回
も
参
加
者
に
喜
ば
れ
る
交

流
会
を
企
画
し
ま
す
。(

川
島)

村
社
協
で
は
、
一
部
業
務
委
託

を
受
け
、
青
森
県
社
会
福
祉
協
議

会
で
実
施
し
て
い
る

｢

生
活
福
祉

資
金｣

の
申
込
受
付
や
償
還
指
導

等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
修
学
資
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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低
所
得
世
帯(

※
目
安
と
し
て
、

夫
婦
と
小
学
生
二
人
の
計
四
人
世

帯
で
、
世
帯
年
収
入
三
百
七
十
万

円
未
満
程
度)
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・
高

校

三
万
五
千
円(

六
年)

・
短
大
等

六
万
円(

八
年)

・
大

学

六
万
五
千
円(

十
年)

※
三
月
卒
業
時
、
十
月
か
ら
償
還
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新
入
学
者
は
合
格
決
定
時
期
、

在
学
者
は
、
随
時
受
付

�
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�
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①
他
制
度
の
奨
学
金
、
母
子
寡
婦

福
祉
資
金
借
入
可
能
者
は
、
他
制

度
優
先
で
す

②
各
地
区
担
当
民
生
委
員
の
意
見

書
を
要
し
ま
す

③
就
学
仕
度
費
別
途
五
十
万
円
貸

付
制
度
有
り
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げ
ん
き
か
ん
内
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
三
五－

二
二
四
三
担
当
：
佐
藤
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